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1. はじめに
多重比較法は、Tukey(1953), Scheffé(1953), Dunnett(1955)等によって提案さ

れている。Hochberg-Tamhane(1987)はUnion-Intersection法に基づく多変量多重
比較法について論じている。多変量多重比較法では、最大固有値の分布関数を求
める事になるが、この分布関数は母集団の数と変量の数に依存し、それらが大き
くなると、その分布関数を求める事は容易でなく、漸化式の形で与えられる。
この研究の目的は、k個の p変量正規母集団における母平均ベクトル間の差に

関する多変量多重比較法を構築することである。次に本研究での多変量多重比較
法を、分散共分散行列が既知の場合と未知の場合の分けてその方法を議論する。k

個の p変量正規母集団の分散共分散行列が既知の場合、任意に選ばれた 2母集団
の母平均ベクトルの差の仮説を検定するため、 χ2 統計量を用いる。更に全ての
ペアについての同時検定を考える時、これらの χ2 統計量の中の最大値の分布関
数を導出する。分散共分散行列が未知の場合、統計量として Hotellingの T 2 統計
量を用て、同様の手順で T 2 統計量の最大値の分布関数を求める。この方法に関
しては、現在、理論的な検討を行っている。
2. 多変量多重比較法（分散共分散行列既知）

k 個の p 変量正規母集団があり、 i番目の母集団の反応ベクトル xi(i = 1, 2,

· · · , k)は p-変量正規分布 Np(µi,Σi)に従い、Σiは既知とする。いま、仮説

H{i,j} : µi = µj , K{i,j} : µi �= µj

を与える。全ての i, j の組み合わせに対する同時仮説 {H{1,2}, H{1,3}, · · · , H{k−1,k}}
を考える。検定統計量として、自由度 pのカイ 2乗統計量
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3. 多変量正規変数への変数変換
いま yi,j = x̄i − x̄jとおくと、H{i,j}の下で yi,j ∼ Np(0,Σi,j) 。ここで Σi,j =
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である。いま zi,j(p × 1) = Hyi,jとし、ここでH(p × p) は
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を満たす正則行列とする。H{i,j}の下で、 χ2
i,j統計量は
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であり、zi,jをもとにした確率ベクトルは

z(mp × 1) =
(
z′

1,2, z
′
1,3, . . . , z

′
k−1,k

)′ ∼ Nmp(0,Σ)

であり、ここで kC2 = mである。
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ここで max
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k−1,k と仮定すると、χ2
k−1,k に対応する zk−1,k の周辺密度関

数を導くため、変数変換 y = Azを行う。ここで
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である。これから y ∼ Nmp(0, AΣA′) である。y の同時密度関数は
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とおくと、χ2
1 と χ2

k−1,k は、それぞれ自由度 (m−1)pと pの χ2 分布に従う。従っ
て、最大 χ2 統計量の分布関数は
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で与えられる。
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